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バイオ炭の品質向上
交流による情報の交換

研究者
官公庁、大学、メディア
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バイオ炭製造販売部会の目的

会則 第３条 (目的）

（１） バイオ炭の総合的利用技術開発と品質の向上
（２） 部会員相互の交流及びバイオ炭に関する情報の交換と広報

① バイオ炭を作る条件(原料、炭化温度、炭化方法・装置等）に対して最適なバイオ炭品
質の標準化（規格）を進めます。

② バイオ炭を作るときに排出する二酸化炭素量などの標準化（LCAモデル化）の調査・
研究開発をおこないます。

③ 農業の現場に精通した人達が集まって、バイオ炭の使い方（施用方法や施用目安）等
の調査、研究開発をおこないます。

④ 国際的にも認められる日本独自のバイオ炭農地炭素貯留モデルを提案し、バイオ炭の
施用を含む社会作りを目指します。

⓹ バイオ炭の業界団体として農林水産省、環境省、経済産業省の施策（J-クレジット
方法論、助成金等）に提言をおこないます。



バイオ炭製造販売部会へ入会するメリット

１） J-クレジット制度への適応条件に対応したバイオ炭品質証明書
が会員価格で取得できる

【クレジット量の算定】
CO2貯留量＝（施用したバイオ炭の量×炭素含有率×バイオ炭の100年後残存率×44/12）

－ バイオ炭の輸送・製造等に係る排出量（付随的CO2排出量）

炭化装置メーカー様に対して装置固有の付随的CO2排出量を算出します。
この数値は、同じタイプであればすべての製炭者様に適応されますので、
製炭者様の負担を抑えることができます。

炭化装置メーカー
ガス化装置メーカー

製炭事業者
炭販売業者

炭化装置A1,A2

炭化装置B

農家
農業法人

登録申請書
バイオ炭施用量

付随的CO2排出量データ 炭素含有率データ

品質証明書



バイオ炭製造販売部会へ入会するメリット

２） バイオ炭の製造や品質に係るJBAの規格作成・改定に参画できます

バイオ炭普及会では、土壌改良用の木質炭化物についての規格及びその測定
方法を策定しています。その情報を基にバイオ炭を製造する炭化条件を改善
することが可能です。
また、装置メーカー様においては炭化装置の改良などにも利用できます。

３） バイオ炭の品質検討会、国際会議、2025大阪万博(予定）等の各種
イベントに参加・参画できます

４） 部会に参画する多方面の研究者・事業者と交流の機会が持てます

５） バイオ炭の標準的な使い方についての情報の入手や、農業における施用
方法等の調査・研究・ガイドラインづくりに参画できます

バイオ炭普及会では、全国の標準的なバイオ炭の施用方法をまとめており、
部会員はこれらの情報を自由に使用できます。また各専門家の意見を聞きな
がら自社の炭化物に適した施用方法等を検討することが可能です。



バイオ炭製造販売部会への入会申込書

バイオ炭の売り上げだけではなく、法人・団体全体の前年度の取扱高



バイオ炭製造販売部会への入会申込書

バイオ炭普及会の会員であることを前提としています
バイオ炭普及会は会費無料



バイオ炭製造販売部会 細則


